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１．目的 

シックハウス対策として、平成１２年１２月に旧厚生省により、ＴＶＯＣ（総揮発性有機化合物）の室

内濃度の暫定目標値が提示された。 しかし，ＶＯＣには毒性の明らかなものと木材の天然成分のように人

に対して有用なものがある。そこで，木材からの天然のＶＯＣ（テルペン類等）の放散実態や放散後の変

化（動態）とそれが人に対して快適性を増進する効果を明らかにし，木材による快適な住空間を創出する

ための基礎的なデータを整備する。これらのデータは建築基準法やＪＡＳ・ＪＩＳ規格制定時の参考資料

になると期待される。 
 

２．全期間における研究成果の概要 

 針葉樹から放散するアルデヒド類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒドがほとんどであり、VOC
類としてはテルペン類が主体で、それらの種類はモノテルペンとセスキテルペンがほとんどであった。過

熱蒸気乾燥材および気乾材からの放散物質のうち、トルエン、キシレン、ｐ− ジクロロベンゼン、エチル

ベンゼン、スチレンおよびテトラデカンの気中濃度は厚生労働省室内指針値を下回っていた。また、ホル

ムアルデヒドの放散速度は、過熱蒸気乾燥材・気乾材とも建築基準法の規制対象外となる数値（5μg/m2h）
をクリアする値であった。JASデシケータ法を利用して、ホルムアルデヒド以外のアルデヒド類を定量す

る方法を開発した。各種材料について、換気量・材料表面積と気中濃度との関係からホルムアルデヒド吸

収係数を算出することにより、実態に即した気中濃度予測法を開発した。これらの成果は、シックハウス

対策に関する建築基準法の改正や木質建材のJAS規格及びJIS規格の改正の際の資料として活用された。 
 快適性増進効果に関しては、α－ピネンの吸入が主観評価において「やや快適」であると感じられ、生

理的にも「リラックス状態」になることが、本研究所で開発した中枢神経活動測定（近赤外線分光法による

前頭前野の脳血液動態）と自律神経活動測定（指式の血圧・脈拍数測定）により解明された。また、ヒバ単

板，ヒノキ単板から揮発する成分に関しては、ヒバ材では約12ヶ月、ヒノキ材では約3ヶ月間、有意にダニ

行動抑制効果が持続し、揮発性の精油成分がダニの行動に対し特異的に効果を示すことが明らかとなった。

これらの成果は、畳床にヒバ及びヒノキを含む機能性畳の実用化に貢献している。 
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４．評価委員氏名（所属） 

小野拡邦（東京大学大学院生命農学研究科・教授） 

 

５．評価結果の概要 

①評価委員の指摘を２００～３００字程度で記載すること。 

②評価委員の言葉として（評価委員の視点で）記述すること。 

 木材由来揮発性成分放散の動態、接着剤を使用する木質建材からのアセトアルデヒド発生要因、ホルム

アルデヒド測定における測定法間での換算則の確立化などが検討され、従来未検討であった代表的テルペ

ン単体の人への快適性の検討とダニ防除に効果的なテルペン成分の同定などがなされた。これら課題の進

め方は、基礎研究を重視しつつ常に応用に目を向けおり堅実な研究姿勢が伺える。また、アセトアルデヒ

ドの新規測定法の提案、快適性評価のための簡易測定法の導入、ダニ行動抑制成分の同定による特許化へ

の方向など副次的効果も得られている。交付金という比較的低額の予算にもかかわらず、大きな成果を出

した。この成果は、研究者各位の意識の高さと努力の賜と高く評価する。今後は、木材で内装された室内

環境と快適性の相関や、ホルムアルデヒドに止まらずＶＯＣ測定法間の換算性などに研究を進展させるこ

とを期待している。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 

 テルペン類の人への快適性増進効果の解明に関しては、農林水産研究高度化事業（森林系環境要素がも

たらす人への生理的効果の解明）のなかで、木材からのアセトアルデヒド放散機構については科研費（ア

ルデヒド放散）のなか中で継続していく。新しい木質建材からのVOC放散については新規交付金プロ（スギ

等地域材を用いた構造用新材料の開発と評価）のなかで継続する予定である。 

 


